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「 ６ 年 生 と 桜 」

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

※カラーはホームページで

入学して、わずか１０日の『フラワー学年』。
集団登校にも慣れて、給食の準備もとても上手になっています。

成長したというよりは、集団としての育ちのよさを感じる毎日です。

左の写真は、２１日（水）の算数の勉強。
すでに、教科書の１２ページを勉強してい

ました！
みんな、鉛筆の持ち方を気を付けながら、

「５はいくつといくつ」に分かれるのかを、
『自分で考える』時間でした。姿勢もよくて、
全員が先生のお話しを集中して聞くことの

できるスーパー新入生です。

桜満開のグラウンドでは、走る勉
強をしました。友だちの「腕の振り
方」などの、よいところを見つけて
発表し合っていました。
その後も、ずっと友だちの応援に

全力で、「がんばれえっ」の大きな声
が桜にも届いているようでした。

朝の読書の時間には、６年生が紙芝居など
の音読に来てくれています。
６年生も、声の色を工夫しながら、１年生

が楽しくなるようにがんばっていることが、
とてもよく伝わってきます。
そして、１年生は、全員がしっかりと瞳を

開いて絵を見て、お話を聞くことに集中でき
ています。

入学式が終わってからの教室で堀川るり子先生のこと
を、「私に孫がいたら、是非担任してほしい先生です」
と紹介しました。毎時間の授業の計画と準備が素晴らし
いです。
今年度は、横堀小学校に来たばかりなのに、よりよい

授業を創っていく「研究主任」という、大変なお仕事も
担当しています。１年生の教室では、すでに『めあて』
をしっかりと意識した、子ども主体の『楽笑な授業』が
展開されています。

授業参観 パート１ 低学年



１年生が入学してから、すっかりお兄さん、お姉さんらしくなり、
きちんとしてきた『はばたき学年』。
元気No.1で、子どもらしさとかわいらしさを備えた学級です。

子どもたちは、全員が発表する人の方を見ています。挙げた手が“ぴんっ”と伸びてい
ます。「鼻マスク」の子どもも、かなり減っています（あと少し）。『しつけ』の４月に、
順調に力を付けています。

それよりも、すごいのは、学校の先生が初めての高橋大地先生の授業力！
黒板は、先輩の先生から教えられたことと、自分で勉強したことをうまくミックスして、
子どもたちの考えが見事に整理されています。学校の目指す方向を理解しながら、上手に
子どもたちを育てている様子、本当に早くお見せしたいです。

来週の３０日（金）は、１年生に学校を紹介する
『がっこうたんけん』です。
「１ねんせいがたのしんでくれるようにあんない

する」といった『めあて』を決めて、グループで案
内する場所を分担して、自分のやることをイメージ
していました。
ここでも、子どもたちの目線になりながら、的確

にアドバイスする大地先生の指導技術と、やさしさ
が見えました。

板垣先生、登場！
県の総合教育センターで勉強している板垣渉先生が、打ち合

わせと準備のために学校に来ました。
２年生の教室に行くと、全員が廊下に飛び出してきて、まさ

に「しがみついて」いました。
これからも、研究のための授業や、その準備をしに来ます。

また、会える日をお楽しみに！

校長室の窓から
グラウンドに面した校長室には、様々な

映像と音が伝わってきます。
まず、今はなんと言っても『桜』です。

１００点の満開！
左の写真のように、「みどりの間」にあ

る２５年前のアルバムにも、すでに立派な
桜の木が並んでいましたから、１００歳く
らいになるのでしょうか？おじいさん、お
ばあさんに聞いてみてください。

校長先生からクイズ
今の横堀小学校とのちがいを
見つけてください。


